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　それでは、「大学教育研究
フォーラム第 15 号」の特集「“今どき”
の授業を考える」をテーマとした座談
会を始めたいと思います。
　今日、司会を務めさせていただく異
文化コミュニケーション学部の谷野典
之です。全カリでは中国語を担当し、
言語教育科目構想・運営チームリーダー
を務めております。よろしくお願いし
ます。
　まず始めに、本日の座談会に参加し
ていただく各先生から自己紹介をお願
いしたいと思います。

　異文化コミュニケーション学部
の森聡美と申します。全カリでは英語
を担当し、ＦＤ委員も務めております。
今日は楽しみに参りました。よろしく
お願いいたします。

　谷野先生、森先生と同じく異
文化コミュニケーション学部の浜崎桂
子と申します。全カリではドイツ語や
総合Ａ科目を担当し、ドイツ語教育研
究室主任を務めております。

　コミュニティ福祉学部スポー
ツウエルネス学科の沼澤秀雄と申しま
す。全カリでは、総合Ａ科目や総合Ｂ
科目、スポーツ実習科目を担当し、総
合教育科目構想・運営チームメンバー
を務めております。

　法学部政治学科の原田久と申
します。立教大学に着任して未だ５年
目です。全カリでは沼澤先生と同じく
総合教育科目構想・運営チームメンバー
を務めております。今日は、“今どき”
の授業についてみなさんと一緒に考え
たいと思います。

「“今どき”の授業を考える」
日　時：2009 年 12 月 17 日（木）11 時 30 分～ 13 時 30 分

場　所：池袋キャンパス ライフスナイダー館 1階  　　　

 司　会：
 谷野　典之 異文化コミュニケーション学部教授
   全学共通カリキュラム運営センター言語教育科目構想・
   運営チームリーダー

 参加者：
 森　聡美 異文化コミュニケーション学部准教授
   全学共通カリキュラム運営センターＦＤ委員
 浜崎　桂子 異文化コミュニケーション学部准教授
   全学共通カリキュラム運営センタードイツ語教育研究室主任
 沼澤　秀雄 コミュニティ福祉学部教授
   全学共通カリキュラム運営センター総合教育科目構想・
   運営チームメンバー
 原田　久 法学部教授
   全学共通カリキュラム運営センター総合教育科目構想・
   運営チームメンバー
 福原　久美 学生相談所カウンセラー

特集　座談会
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　学生相談所カウンセラーの福
原久美と申します。主に新座キャンパ
スの学生相談所で勤務しております。
全カリでは、学生部が発案部局となっ
ている総合Ｂ科目の「自己理解・他者
理解」と「対人コミュニケーション」
を担当しております。今日は授業にお
ける学生の様子などをいろいろお聞き
できるのではないかと楽しみにして来
ました。よろしくお願いいたします。

Ⅰ　“今どき”の授業

　それでは、本題に入っていき
たいと思います。まず糸口として、先
生方が立教で学生と接してこられて、
最近こういう傾向があると、最近こう
いうことによく気がつくというような
ことを中心に少しずつ紹介し合ってい
くというところから始めたいと思いま
す。おそらく、この『フォーラム』を
お読みになる方々も、普段目にするこ
とのできない教室内の様子などにきっ
とご関心をお持ちだと思います。
　まず原田先生、いかがでしょうか。

　私はいま法学部の 1 年生向け
の専門科目である「政治学入門」とい
う科目を担当しております。この科目
の履修対象者は法学部で 600 人ぐらい
おりまして、それを２つに分けて、法
学科の 1 年生については同じ法学部政
治学科の五十嵐暁郎先生が担当なさっ
て、残りの２つの学科（政治学科と国
際ビジネス法学科）と２年生以上を私
が担当しております。１年生のときに
は、専門科目がどうしても少ないもの
ですから、必ずそれを取ってくるわけ
であります。そうした科目を１年生向
けに担当しております。
　また、２年生以上では、「演習」や「行
政学」という自分の専門の科目を持っ
ております。ときには、全カリの総合
Ｂ科目を担当したこともございます。

これらの科目でいいますと、一番、「快
適に授業ができる」のは自分の専門で
ある「行政学」です。その理由は、学
生たちが自分の関心に基づいて履修し
てくる。しかも２年生、特に３年生以
上が履修してきて、大変履修の態度が
よろしい、答案もよくできているとい
うことだと思います。
　ところが、法学部のほぼ必修の科目
である「政治学入門」や全カリ科目に
なると、どうもその括弧付きの「快適
さ」のようなものがない。たぶんこれは、
教員の側からの勝手な思い込みですが、
「行政学」の場合、学生がこちらのしゃ
べることを一所懸命聞いてくれて、こ
ちらとしてもそれに応えようとするい
い関係が成り立っている。しかしなが
ら、１年生の科目ではなかなか成り立
たないということがありますし、全カ
リ科目の場合には、いわんやいろいろ
な学問的な背景を持った学生がいるわ
けですから、そういった学生を目の前
にすると、そうしたいい関係ができて
こない。そうした意味での「快適さ」が、
なかなか形成しづらいという気がして
いるわけです。
　それはい
ったい何な
のかという
ことが、今
回のおそら
く、「“今ど
き”の授業
を考える」
という一つ
のきっかけ
になるのか
もしれませ
ん。そのあ
たりが、ど
うして生じているのかというのは難し
いところですけれども、だんだん少子
化が進行し、大事に育てられてきた子
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どもたちが学生となりここまでたどり
着いている。その結果、なかなか本当
の意味で自分で考えて学ぶというよう
なことに、まったく慣れていないとい
いますか、そういう気がする、そうい
う学生がたくさん来ているのではない
か。
　ですから、今年の試験問題では、「あ
なたが興味深いと思う政治学の問題を
自らつくりなさい」という問題を出し
ました。要するに、問題を与えられて
きて大事に育てられてきた学生なので、
自分で何か問題を発見するということ
ができないし、与えられたらリアクト
はできるけれど、自ら何かを作り出す
という発想がまったく欠けている。で
すから最初の数回、「政治学入門」では、
頭の転換といいますか、それに相当エ
ネルギーを割いている。自分で問題を
発見することが素敵なんだよと。この
問題を解きなさいと、私は絶対に言わ
ないと。自分で考えてみるというよう
な方向に変えていくということに、相
当なエネルギーを使った記憶がござい
ます。
　どうしてそのようになっているのか
というのは、それぞれの分析があろう
かと思いますけれども、やはり自分で
問題を設定することを、そもそもしな
いというか、そういう発想にない学生
たちが多くなっているのではないかと
いう気がいたしました。

　今、原田先生から問題提起し
ていただいたような「学生が自分で学
ぶことに慣れていない」ということは、
おそらくどの先生方も程度の差こそあ
れ、きっとお考えになっていることで
はないかと思います。
　続いて、沼澤先生いかがでしょうか。

　私は、全カリでは総合Ａや総
合Ｂなどの講義系科目とスポーツ実習
などの実技系科目の両方を担当してい
ます。以前から全カリ総合科目は大人

数科目が多く私語が多いというような
（最近では少し改善されているような
気もしますが）状況がありますが、実
技系科目でもそのようなことが少し起
こってきているようです。周りとの協
調性といいますか、教員が話している
ときでも、集中できなかったりという
ようなことが、どうも起こってきてい
るかなと、少し心配になっています。
　先ほどの原田先生のお話にもつなが
りますが、演習科目などでいろいろな
課題設定型の授業をすると、どうして
も受け身で、講義を聞いているだけの
ような感じになってきていて、自分か
らリーダーシップを取って、「じゃあ、
こうやろうか」という、仕切り役の学
生がすごく少なくなってきているとい
う感じがします。
　それを、
どうすれば
いいかとい
うことで、
いろいろ工
夫はしてい
るのですけ
れども、な
かなかうま
くいかない
というのが
現状です。

　授
業中の私語
の問題は数年前から立教大学では課題
としてきました。特に全カリでは大事
ですね。
　では続いて、森先生。英語は総合科
目に比べれば少人数ですが、必修科目
でもあります。いかがでしょうか。

　立教大学に着任して未だ５、６
年かと思うので、そのなかで大きな変
化があったかどうか、また、これが大
学生というものなのか、最近の変化な
のかは、正確にはわかりません。しか
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し、たぶん原田先生や沼澤先生がおっ
しゃったことと同じようなことかと思
うのですが、自分からクラスを引っ張っ
てみようとか、主体的に自分から学ぼ
うとか、ディスカッションになったと
きに自分からリードしてみようとか、
そのような学生はとても少ないように
感じています。
　英語のような言語教育科目ですと、
特によく話せるような学生たちの場合、
「３、４人で、与えられた話題について
話し合いをしなさい」という課題を出
すのですが、「『あなたはどう？』、『あ
なたはどう？』、『あなたはどう？』」そ
して「おしまい」という感じなのです。
何かもの足りないような気がします。

　ディスカッションとして話が
膨らまないことが多いですよね。

　しかも誰がリーダーになるか、
なかなか決まらない。最近は、私のほ
うからディスカッションの初めに「リー
ダーを決めてください」と言います。
役割を最初に決めさせてしまうと、一
応話はできるのですが、決めさせると
いう作業をしないと、グループディス
カッションがいったい誰からどう始め
ていいかわからない。本来であれば、
そこは放っておきたいところなのです。
それで何となく誰かが舵を取り、空気
を読みながらやってくれたらいいなと、
最初は思ってやっていたのですが、あ
まりそれがうまくいかなかったので。
　小さいグループなり、あるいはクラ
ス全体でもいいのですが、自分から率
先して引っ張っていこうという学生が
少ない。あるいは文化的にやりづらい、
というか、典型的な日本人だと、それ
をやりづらいのかもしれないですけれ
ども、遠慮のし合いが非常に目立つの
は残念なところだなと思っています。
　たぶん、上級生になると、だんだん
意識も出てきて、特にそのテーマに関
心がある学生が引っ張っていったり、

ゼミになればそういうこともあるので
しょうけれども、特に１、２年次にお
いては、そういう傾向が非常に強いと
いうことで、言語学習には、もう少し
積極性が必要なので残念なところだな
と思っています。
　もう一つ
は、依存心
がとても強
いというか、
おそらく親
御さんへの
依存心でも
あり、教員
への依存心
でもあると
思うのです
けれども。
たとえば出
席の管理、
何回休んだのか自分で管理しておかない
といけないと言わないと、「先生が教え
てくれなかったから４回休んじゃったん
だ。（＊必修の英語科目では４回欠席す
ると不合格になる）」と言ってくる学生
が必ずいるのです。もちろん、全員では
ありませんが、そのロジックが通ると
思っているのが、不思議なところです。
　私が「誰の責任か、よく考えてみて」
と言うと黙ってしまいます。すごく教
員に甘えていますね。みんなではない
ですけれども、大学生なのだから、も
う少し大人になれないのかなと思う場
面です。

　では続いて、全カリでは初習
言語であるドイツ語の授業を担当して
いらっしゃる浜崎先生、お願いします。

　私は、立教大学に着任してま
だ１年半なので、私がいま立教で見て
いることが、“今どき”の立教のことな
のか判断しかねますし、なるべく判断
しないように自分ではしています。大
学で教え始めて約10年ですが、“今どき”
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の学生を考えるときに比較対象になる
のは、結局自分が学生のときですね。
　語学の授業に関しては、ちょうど私
自身が、おそらく古いパラダイムの授
業を受けた最後の世代で、その後、大
学の語学の授業の仕方は、大きく変わっ
ています。自分が学生のときには、語
学の授業であっても講義系の授業のよ
うに学ぶのが、ある意味では当然であっ
たのですが、いまはインタラクション
（interaction）を求められている。そし
て、それがとてもうまい学生もいます。
自分たちが学生のときに比べて、教員
とのコミュニケーションも、それから
語学の授業のなかでのインタラクショ
ンも、非常に上手だなと思う学生たち
は少なくありません。たとえば授業で
ペアワークをするとしますよね。中学・
高校で、すでにそういうトレーニング
を受けていて、とてもクリエイティブ
にできるのです。
　一方で逆
に、教員と
のコミュニ
ケーション
はもちろん
ですが、学
生同士のコ
ミュニケー
ションもな
かなかでき
ない学生た
ちもいる。
うまく隣の
学生と話せ
ない、顔も見られないという学生も、
もちろん数は多くないけれども一定の
割合でいます。そういう場合のケアを、
こちらは求められているのかなと感じ
ることがあります。
　どちらの学生も、自分の学生のとき
に比べると、まじめだなと思います。
まじめであるがゆえに、自分の殻を

出られなかったり、あるいは、まじめ
であるがゆえに逆に教員とのコミュニ
ケーションも、よくも悪くも屈託がな
い。もう少し教員に対して意地悪になっ
てもいいのではないかと、私はちょっ
とあまのじゃくに思うこともあります。
教員が言うことを疑ってかかる、この
授業でやっていることが何なのかとい
うことを疑ってかかるというような、
そういう何か突き上げのようなものが
来たら、もっと面白いのにと思うこと
があります。

　そうですね。教員に対する甘
えとか、二極分化、インタラクション
に対してうまく適応できる学生、それ
からコミュニケーションにそもそも問
題を抱えている学生といったキーワー
ドが並びましたね。
　さて、いままでのお話は教室のなか
での状況を中心としたものでしたが、
その一方で、教室では見られない学生
の側面もあるかと思います。そこで、
学生相談所でカウンセラーをなされて
いる福原先生から、“今どき”の学生を
取り巻く背景なども含めて話題の提供
をお願いしたいと思います。

Ⅱ　“今どき”の学生とその背景① 

　「自己理解・他者理解」や「対
人コミュニケーション」といった科目
が設置された背景には、従来でしたら
社会のなかで、もしくは正課外教育の
中で培われてきたり養われてきてしか
るべき対人関係におけるコミュニケー
ションのあり方が変わって来ているこ
とが考えられます。と言いますのは、
自分自身を掘り下げて、自分とはなん
ぞや、いかに生きるか、大学生活を送
るかなどということについて考えたり
話し合ったりする機会がなくなってき
たことにあります。そのために、あえ
て授業で取り上げなくてはいけないと
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いう状況になってきたのです。
　「自己理解・他者理解」は、講義系の
科目で 10 年近く前に発案されました。
その授業を踏まえて、体験学習を中心
とした夏季集中の科目である「対人コ
ミュニケーション」が４年前から始ま
りました。これらの科目は社会に生き
る人間というか、大学生にとっての基
本と言ったらいいでしょうか、それを
まず身につけてもらわないと大学生活
を円滑にというか、彼ららしく送れな
いのではないかというような危機感を
もとにできあがった授業です。
　実際、「自己理解・他者理解」は、履
修希望者が増えてきまして、今年は教
室を変えるぐらいたくさん入ったので
す。科目の開設当初の履修者は 140 名
くらいでしたが、最近では 200 名を超
えてきました。大人数授業なものです
から、なかなか全員を把握しきれない
ですし、どうしても講義形式になって
しまいます。
　“今どき”の学生たちの悩みの一つと
して、「自分は話題を出せない」、「話
題が少ないので盛り上がる話ができな
い」、「自分のことを話すと暗くなるの
でできない」、そのようなことがあるよ
うです。つまり、自分のことを掘り下
げたりすることは暗いことである、あ
まりそういうことを話題にして出せな
いような風潮が、思い込みだと思うの
ですけれども、それがあるのですね。
　ですから、それを敢えて、そういう
暗い話題というわけではないのですけ
れども、正面から、いかに生きるか、
青年期とは何か、家族とは、恋愛とは、
結婚とは、友情とは何かという話を、
この授業で話しているわけですね。
　それは、“今どき”の学生は友だちの
なかであまりできない話題であり、そ
れをあえて取り上げて、毎回レポート
を書かせてといった感じをしているわ
けです。ですから実際に、本当だった

ら友だちのなかで考えたり話し合った
りすることを、あえてこの授業でやっ
ていると。
　それで、
そのなかで
授業に参加
する人たち
はどうなの
かというこ
とですけれ
ども、いろ
いろ、前の
ほうに座っ
ている学生
は一所懸命
聞いていま
すが、でも、
うしろのほうは私語が多いですね。居
眠りも多いですし、あとは携帯電話で
何かやっている。私は自分が担当する
授業でないときに教室の後ろで様子を
みていたりすると、ひどいときは漫画
を読んでいる学生もいたことがありま
した。これには注意をしました。しかし、
その学生に注意されたことを、あとで
ディスカッションのときに聞きました
ら、すごく喜んでいたのです。注意さ
れたいと思っていたのです。

　ああ、なるほど。
　無視されたくないわけですね。
　だから、注意されることも何

かうれしいというようなことを言って
いて。それは何だろうと思ったのです。
本当は人との具体的な関わりを求めて
いるのではないかと。そのように自分
自身を深く掘り下げて、いろいろ自分
のことを考えるだけでは、やはりコミュ
ニケーションという点では不十分です。
そこで、「自己理解・他者理解」に加えて、
「対人コミュニケーション」を集中授業
形式で、夏休みを使いまして体験学習
をいろいろやっています。
　この「対人コミュニケーション」の
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定員は 60 名ですが、やはり履修希望者
はすごく多いです。かなり落とさなけ
ればいけない。けれども、なかには「４
日間で２単位は軽いよな」という感じ
で参加している学生もいます。いろい
ろなワークをとおして、実際的にいろ
いろなことを体験するというのは、す
ごく新鮮らしいのですね。感動したこ
とやそこで得られたことを最後に書い
てもらうレポートに、いろいろな人が
書いています。
　私たちはよくコミュニケーション能
力というようなことを言うのですけれ
ども、能力と言うと、初めから備わっ
ているように錯覚を起こしますけれど、
これは言葉の学習と同様に学習してい
かなくてはいけないものだと思うので
す。それは本来でしたら、大学に入る
とき、もう学習していていいはずなの
に、していないので、このような授業
をおこなわなければいけないと思って
います。
　このように見てみると、“今どき”の
学生の特徴を考えるうえでのキーワー
ドとして「社会的内向・思考的外向」
ということが挙げられるのではないか
思います。

　「社会的内向・思考的外向」で
すか。

　社会的に内向で、思考的に外
向である。つまり、関わりはあるんで
すよね。携帯電話やメール、あとイン
ターネットが普及して、ものすごくア
ンテナは広がっていて、情報量は圧倒
的に増えているんですけれども、その
一方で、実際的な多様な人とのかかわ
りがものすごく少ないんですね。です
から、社会的にはわりと引きこもり気
味である、準引きこもりともいうべき
なのでしょうか、あまり人とは関わら
ない状況で、でも、アンテナはものす
ごく外に広がっている。人の評価を気
にするし、いろいろ自分の内側を見つ

めようとするよりも外にアンテナを張
り巡らすような感じになっているので
はないかと。そこで、今日の座談会で
は「社会的内向・思考的外向」というキー
ワードで“今どき”の学生の特徴とし
てお伝えしたいなと思ってきました。

　福原先生のお話のなかで、大
学生としての基本という言葉がありま
した。いままでの先生方の問題提起の
なかで使われていた、たとえば私語の
問題であったり、問題発見ができない
受け身であったり、リーダーシップが
取れなかったり、遠慮のし合い、教員
に対する甘えなど、考えてみると、そ
れはみんな大学生としての基本ができ
ていないということだと思います。
　問題は、そういう“今どき”の学生
の気質がどうしてできてきているのか
という、一つは原因を考えるというこ
ともありますし、あと実際に授業の場
で、そこから派生してどういう問題が
起こるか。それに対して教員側がどの
ように対処するかと、いろいろ考え方
はできるとかと思います。
　原田先生、これまでの先生方のお話
をお聞きになって、いかが思われます
か。

Ⅲ　所属学部による違い

　新座キャンパスの学生相談所
のお仕事をされている福原先生に是非
お伺いしたいことがあります。新座キャ
ンパスでは、他人に対する一定のおも
てなしのようなことを学ぶ観光学部、
人とコミュニケートとして何かやって
いく場面で活躍する人材を育成するコ
ミュニティ福祉学部、人の内心と身体
のありようを考える現代心理学部、と
いった私からすると一見対照的な学部
が同居していると感じています。そこ
で、最近の授業におけるとか、あるい
は学生の変化という場合には、これら
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の３学部には何か違いがあるのでしょ
うか。
　どちらかというと、池袋の場合には、
文・経済・理・社会・法などのクラシ
カルな学部が比較的ずらっと並んでい
るわけですけれども、新座には両極端
な学生がいるようにも思うわけですね。
とにかく人をもてなしたいという学生
と、より自分を考える学生とは、ずい
ぶん違うのではないかなという気がし
ます。それは素人目なのかもしれませ
んけれども、いかがでしょうか。

　それは私も、本当に一般論に
なってしまうのですけれども、学部を
選ぶときに違うタイプの人が選んでい
るのだなというのが、まず一つあるの
と、その学部の方向性と言うのでしょ
うか、違いがあるのは感じます。
　たとえば、観光学部の場合は、みな
さん明るいですね。すごくホスピタリ
ティーというか。いろいろな面でグ
ローバルで行動的な感じを受けます。
逆にその明るさについていけない学
生もいるようで、学生相談所を利用す
る方に少なからずその傾向がみられま
す。
　コミュニティ福祉学部の場合ですと、
やっぱり他者との関係をとても大事に
するという、すごく優しい学生が多い
のです。だから、とても友だちのこと
も気にしますし、逆に人から言われた
ことをすごく真に受けてしまったり、
気にして悩む。優しすぎて、ちょっと
悩んでしまうというような学生でしょ
うか。まじめなんですけれども、ちょっ
と素直すぎて、もう少しいろいろと疑っ
たり、反論してもいいのではないかと
いう感じがあります。
　よく例えで私は出すんですけれども、
Ｐ－Ｆスタディーという心理テストが
ありまして、いろいろなシーンの漫画
というか絵があって、そこに吹き出し
口が書いてありまして、それに、こん

なシーンのときにどのように答えるか
という、そういうテストがあるのです。
これはだいぶ前の話なので、最近は違
うかもしれないですが、ある先生が、
その授業のなかでそれをやったら、びっ
くりしたことにみんな同じような答え
だったと言うのです。「これって、何な
んでしょう」と私に聞かれたことがあ
りました。
　それはどういうことかといいますと、
雨の日に車が道をばーっと走ってきて、
水が跳ねたりしますよね。道の脇を歩
いている人が雨の日に水を跳ねられて
しまったらしいんです、そういうシー
ンなんです。そのとき、あなたはどの
ように答えますか、その人が言います
かという吹き出し口がある。そうした
ら、ほとんどの学生は、「あ、大丈夫です」
「平気ですから」「いいです」というよ
うに言ったというのです。
　でも、それは優しいけど、みんなが
みんなそれでいいのだろうか。ストレ
スが溜まるのではないか、言うべきこ
とは言わなければいけないのではない
か、「ちょっと気をつけなさい」とかね。
そういうことに、ちょっと象徴してあ
らわされているところがあるかもしれ
ないと思いました。
　一方で、コミュニティ福祉学部のス
ポーツウエルネス学科の学生は、既存
の新座キャンパスの学生ともちょっと
異なるタイプのような気がします。自
分自身のウエルネスに関する勉強をす
る学科であり、それも心だけでなく身
体をいろいろ使いますので、比較的バ
ランスがとれているのではないかと思
います。
　最後に、現代心理学部の場合ですと、
映像身体学科と心理学科でまったく違
うんですけれども、自分自身にも関心
がありますし、心理的ないろいろなこ
とに関心がある学生はもちろん来てい
るんですが、自分にいろいろな意味で
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関心があり、自分自身に対する問題を
抱えている学生も多いようです。
　特に心理学科ですと、人間と直接関
わるような臨床系を志向する学生が多
いですから、学生相談所でいろいろ提
供するプログラムも、わりと早く申し
込んで、ぱっと関心のあることには申
し込むということがありますね。

　ありがとうございました。そ
ういう意味では、学生の様子、戸惑い
と言うと、何なく単数形で語ってしまっ
たり、抽象的に語ってしまいがちです
が、もうちょっと細かく見ると、それ
ぞれカラーがあるというか、学部を選
択する際の傾向のようなものが、その
後の学生の行動に影響しているという
ことがあるんですかね。

　それは、何かどうやらありそ
うなんですね。最近、私どもの学生相
談所では、部長会などでも“今どき”
の学生状況について報告する機会があ
るのですが、あくまでも相談所を利用
する学生から見た傾向ですが、学部ご
とにカラーが違うのではないかという
ことでこんな傾向がある、こんなタイ
プの人が多いのではないかということ
を述べさせていただいています。あま
りカラーをつけてしまうのもいけない
と思いますけれども、学部によってそ
れぞれ傾向が違うというのが実感です。

　ありますよね。語学のクラスは
学部ごとにクラス編成されているので、
学部によってカラーが違うように思う
ことがあります。本当にいい意味で、
何か違うんですよ。やはり学部を選択
する理由があるのだと思います。

　学部について何も考えずに入
学してしまうと、困る人もいますね。
よく考えずに学部を選んでしまった。
転部・転科の相談も多くなってきてい
る気がします。

　私は、この学部じゃなかったは
ずだ、というように感じる学生は少な

くないように思います。
　いわゆる、最近よく言われる

ミスマッチという問題ですね。

Ⅳ　テレビ化する授業との格闘

　私たちのような法学部の教員
は、どちらかというと大人数教室の授
業を必ず担当することになります。先
ほどの対人関係で言うと、言語の先生
方が学生と向き合うとき、その瞬間は
学生にとってはポジ（positive）の世界
で、一所懸命頑張る世界。これに対して、
大人数教室というのは、ちょっとのん
びりするというか、ポテトチップスを
食べながらテレビを見るような、そう
いう感じがある。要するに、ストレス
フルな世界から一瞬脱却して、のんび
り茶の間でテレビでも見るかというよ
うな感じが、あるような気がするんで
す。
　私は、その格差がすごく嫌なので、
私はできる限り、大人数教室でもマイ
クを向けてコミュニケートするように
しているんです。そうすると彼らは、
マイクを向けられるということそのも
のに驚きを覚えて、せっかくテレビを
見ているのに、何でじゃまをするんだ
というか、そういう感じがあるんです
ね。
　当てられて嫌だったと。言語の科目
は当てられてもしょうがないが、大人
数科目では納得がいかない、というよ
うに学生は思っているようです。

　確かに、言語は少人数なので、
仕方がないと思っている節もある。

　言語の科目はしょうがないと
思う。だから、大人数教室は何か、の
んびりするところで、ネガ（negative）
なところなんだなと。だから、何とい
うか、あちらで無理して頑張って、こ
こで休むというような、そういうこと
をさせない、非常に厳しい学部なのか
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もしれませんけど、できる限り話しか
けていこうと思っています。
　しかし他方で、みんなの前でやっぱ
りしゃべるというのは。
　勇気がいる。
　８人や 20 人の前でというわけ

にはいかないんですね。そのときにい
ろいろなタイプがいて、一番究極的な
タイプは、目を合わせるんだけど、一
切口を開けないという学生ですね。そ
ういう学生がいるんですよ。
　そんな学生もいるんですね。
　まだ一所懸命、むしろ答えよ

うという学生はいいんですけれども、
やっぱりそれは、いろいろな心理的な
ストレスを覚えているんじゃないかな。
授業評価アンケートの自由記述で、「当
てないでくれ」と書いてくることもあ
ります。そういう反応があるというの
は、通常の大人数教室ではあり得ない
ストレスを与えられた、そういう感じ
があるのかなという気がします。

　でも、40 人、30 人、いや 15 人
のなかでも「急に当てられるのは嫌だ」
と言う学生もいます。じゃあ、自分か
ら発言すればいいじゃないと思います
けど、それはなかなか難しいようです
ね。
　たくさんの前でというと、何か言葉
が出なかったり緊張したり。学生の視
点からすると、きっとそういうのはあ
るんだろうなと思うんですけど、でも
困りますよね。こちらとしては、それ
も授業なんだからと。

　私は以前から気になっている
んですが、私語の問題はすごく立教で
大事だと思うんですね。よそから兼任
講師あるいはゲスト・スピーカーで来
ていただいた先生が、講義形式の大き
な教室で授業をされて、こんなにうる
さい大学は始めてだとおっしゃって、
大変お怒りになっているのを何度か見
たこともあります。

　全カリの授業ですか。
　ええ。都内でも、立教大学の

私語は悪質だと私は感じているんです。
あと、自分がその大きな教室に立って
驚くのは、授業の進行とかかわりなく、
うしろのほうの席で勝手に出たり入っ
たりしているんですね。何かそれを見
ていて、ふと思ったのは、いまたまた
ま原田先生も同じようなことをおっ
しゃっていましたが、彼らにとってみ
ると大人数の講義科目は居間でつけっ
ぱなしのテレビのようなものなんです
ね。だから、自分がトイレに行きたく
なれば、すっと出ていくし、何か気に
なることがあれば携帯電話もいじれば、
友だちとも話してしまう。
　確かに言語の小さなクラスだと、そ
ういうのは許されないので、講義科目
が息抜きの場になっているというご発
言、それは確かによくわかるんですけ
れども。でもそれも、じゃあ息抜きの
ままでいいかというと、もちろん先生
がおっしゃったように、それではいけ
ないので、大人数教室のなかで、どう
やってコミュニケーションが取れるか
たちにするかですよね。いま、地デジ
ですら、何かボタンを押してアンケー
トに答えられる時代ですから、何か授
業のなかでも、そういう関係はつくっ
ていかなければいけないでしょうね。

　いま、双方向性があるような
授業運営の工夫の一つとして導入され
つつあるクリッカーを用いるタイプの
授業があります。でも、見ている側と
見られている側が完全に一応分かれて
いるから、気楽にボタンを押せるとい
うようで、双方向といっても限界があ
るように感じています。

　やっぱりテレビなんですよね。
　しょせんテレビという気もし

なくもない。努力をして導入していらっ
しゃる先生に対しては失礼な言い方か
もしれませんけど。
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　私は、いままで、せいぜい 60
人ぐらいの講義しかやったことがな
かったんですけど、今年初めて 470 人
という総合Ａ科目の授業を担当しまし
て、本当にそのギャップにびっくりし
ました。
　やっぱりテレビですか。
　ええ。私はテレビなんだなと

思いましたね。つまり、こちらでやっ
ていることと向こうでやっていること
は、本当にまったく関係ない。途中の
出入りもそうですし、漫画ならまだい
いと先ほど思ったのですが、なかには、
携帯ゲーム機をやっている学生もいま
した。

　ポケモンとかね。ＰＣを利用し
たクラスでも携帯ゲームに興じている
学生が１人いました。

　そうなんです。いま本当に私
は戸惑っているところで、どうしたら
いいのか、何の方策も見つからないま
ま１学期を終わろうとしているという
感じなんですね。たとえばパワーポイ
ントや映像を使うであるとか、それな
りの工夫はしてはいるつもりなんです
けれども。一方で自分が向こう側に座っ
ていたらどうだろうと想像してみると、
40 人のなかの１人だと思うのと、400
人のなかの１人だと思うのとでは、そ
れはやはり違う。同じようにやろうと
こちらが思ってはいけないんだという
ことに、いま私はようやく気がついた
ような次第です。難しいですね。
　ただ逆に、40 人の授業のほうの学生
たちは、リラックスして楽しんでいる
なと思うときもあります。

　そうですか。
　やはり、毎回同じ仲間と一緒に

授業を受けている、というところもあ
るかと思います。

　「発言しなければいけない」で
はなくて、わからなければ、わからな
いと言える、という意味で、逆に息を

抜いてくれている学生、いい意味でリ
ラックスして教室で参加してくれてい
る学生もいるような気はします。少人
数授業と大人数授業とでは、当然です
が、やり方が違う、緩急のつけ方のよ
うなことを、もう少し考えなくてはい
けないんだなと、本当に身を持って体
験した１学期でした。

　学生自身が興味を持たない限り
仕方がない。それは、学生の側のやる
気の問題であるかと思います。

　40 人の場合は、「そこ、うるさ
い」と、別のことをおしゃべりしてい
る学生に当てて、もう一回、こちら側
に関心を向けさせるということは、イ
ンタラクションですることができるん
ですけれども、400 人の授業でそれを
やっていたら、やっぱり授業が先に進
まないので。

　うん。そうそう。
　そうですよね。
　私も 400 人、500 人の授業を

やっていたんですけれども、リアクショ
ンペーパーを使って感想を書いても
らったりすると、もっと静かにしてほ
しい、自分は勉強したいんだという学
生は必ずいるんですよ。

　いますよね。
　かわいそうですよね。
　ですから、やっぱり何とかし

てやらないといけない。話している方
では、ある程度静かになっているなと
思って話していても、教室のうしろの
ほうではうるさい状況もあるというこ
ともわかりますので、何とか改善しな
ければとは思っています。

　だから、いわゆる“まじめ”
というか、みんな授業には出席します。
出席することは大いに結構なんですけ
れども、「じゃあ、ちゃんとコミットメ
ントしてよね」と思います。コミット
メントしないで、とにかく何かリアク
ションペーパーを書いて、友だちに頼
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んで先に出てしまう学生も、教室のう
しろのほうには結構いたりします。

　自分のやりたいことを我慢で
きなくなってきている学生も増えてい
るような感じがします。

　なるほど。
　普通、授業中では、無断で教

室の外に出るというのはありえないは
ずなんですけど、そのルールが全然意
識されていない。

　そこで面白いなと思うのは、
リアクションペーパーだけは出す、出
席だけは取る。そういう形で、「他人
の評価」を気にしている点です。逆に、
私の講義がつまらないと思うんだった
ら、出席しない、つまり、反抗すると
いうかたちで、むしろ自分の意志を示
してほしいと思います。それが。

　それがないんですよね。
　何回出席しなくてはならない

というところだけは、きっちり守ろう
とする。
　単位は取りたいわけですよね。
　ええ、単位は取りたいんです

よね。
　そのあたりに何か違和感があ

ります。
　そこまで問題を起こそうとは

思っていない。
　学生が自分のやりたいことを

我慢できなくなっているというお話が
ありましたが、たぶんテレビを見てい

て、携帯電話をしたくなる学生はたく
さんいるんですね。そのときに、携帯
電話をさせないために、どうしたらい
いかというと、できるかどうかはとも
かくですが、テレビの内容を面白くす
るということ以外にないのではないか
と思います。

　教員は、それしか考えられない
ですよね。

　さしあたりですけれども。要
するに携帯電話のことは忘れて、お笑
い芸人を見て笑っているという状態を
つくり出すというか、そういうことな
んですね。

　お笑い芸人ですか。
　私はよく歌って踊れる行政学

者になりたいと言うんですけど、それ
ぐらいしないと、あの何百人の「視聴者」
をつかまえられないように思います。
　他方で、授業評価アンケートの自由
記述欄には、「よっ！原田劇場」と書
かれたりするんですね。要するに、パ
フォーマンスが先に出ているんじゃな
いかということを見抜く学生はちゃん
といる。ちょっとオーバーアクション
をして引きつけないといけないという
のが、やっぱり嫌な学生というか、も
う少しそれだったら、しっかり、かちっ
と教えてほしいというところもあった
りするようです。

　何か訴えないといけないとい
うか目に訴えて、耳に訴えて、視覚と
か聴覚に。

　最近の研究で、脳の発達が遅
くなってきているのではないかという
報告を目にしたことがあります。それ
によれば、小学生を対象として、テレ
ビの画面で赤くなったらボタンを押し
てくださいといった、GO/NO-GO テス
トというのがあるのですが、赤色では
なく、オレンジ色でも我慢できなくて
押してしまうということが見られるよ
うです。我慢ができるようになるのは
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脳の発達と関連があり、それが少しず
つ遅くなってきている、ということが
その結論でした。
　我慢することは、理性が働くとい

うことと関連があるということですね。
　ええ。ただし、それは発達の

問題だからと片付けてしまってはいけ
ないので、どうやったら授業をうまく
やっていけるかというところに持って
こないといけない。

　問題の根源を解決することには
ならないかもしれないんですけど、私
はいつも授業のことを考えるときに思
い出すのがアメリカでの経験です。ア
メリカの大学では、大学生が授業で私
語をしているなんて、少なくとも私が
見たものではあまりなかったような気
がします。私の場合は、大学院生とし
て留学したので、学部生のいわゆる大
講義は２、３科目しか聴講しませんで
したが、私の知る限りでは極めてまじ
めに聞いていました。それが１年生だ
ろうと、２年生だろうと、何年生だろ
うと。それは、なぜだろうとずっと考
えていました。
　まず、学費を払っている意識ですよ
ね。彼らは 18 歳になったら自立するよ
うに親から言われているから、そうい
う意識も強いんだと思うんです。アル
バイトしながら来ている学生もたくさ
んいます。
　もう一つは、講義には、必ずディス
カッション・セクションが伴うことだ
と思います。講義の内容がちゃんと理
解できていないと、ディスカッション
に参加できない。きちんとした話し合
いができるかどうかが、評価されてし
まう。そのうえに、テストがものすご
く厳しいんです。すべてわかっていな
いと点が取れないようにできている。
　心理学の授業を聴講したことがある
んですけど、これでテストをされたら
たまらないと思うぐらい、進度が速く、

そのディスカッションでも、きちんと
内容をわかった上で自分の意見を述べ
なければいけない。厳しさの違いを目
の当たりにしました。
　それに対して、自分が日本の大学で
学部生のときに受けた授業は、たとえ
ば、授業で先生が何を言っているかさっ
ぱりわからなくても、とりあえずレポー
トを書いたら、何かＡやＢが適当に来
たりしたこともありました。それが自
分でも的を外しているのかどうかすら
わからないような状態で、そういうよ
うなことの繰り返しだったような気が
します。
　だから、何かやり方や体制自体にも、
きっと変えられる、努力すべきところ
はある。ただ、もちろん限界はありま
すし、まったく同じようにはできない
と思うんですけれども、少なくとも頻
繁に理解を試される、わかったうえで
パフォームしなければいけない、とい
うものがつきまとったときに、学生は
変わらざるを得ないんですよね。

　先ほど原田先生が、つけっぱ
なしのテレビの向こうで携帯電話をい
じり始めた人をどうやってまた画面に
戻すかという、そういうお話だったわ
けです。それはやっぱり一つの真理で
はあるけれども、もう一方で、いま森
先生のお話にあったように、つけっぱ
なしのテレビにしない。簡単に言うと、
向こう側からのアウトプットを求める
ような仕組みとでもいうのでしょうか。
そういうことも必要である。
　また、浜崎先生からは、昔のたとえば、
大学の言葉の授業というのは受け身で、
先生に言われたことをやればよかった。
それに対して、いまは、むしろインタ
ラクティブ（interactive）な力が求め
られている。それに応えてくれるよう
な層も確実に増えてきているようなお
話がありました。私の経験でも、授業
において、学生が自分たちでスキット
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（skit）をつくって、二人で小芝居をさ
せる。そのときに、すごく面白いスキッ
トを作ったり、こちらが感心するよう
な学生もいれば、一方で本当に蚊の鳴
くような声で、うつむきっぱなしで何
を言っているかわからないよというよ
うなのも、また出てきてしまう。やっ
ぱり二極分化というのはあると思うん
ですね。
　そのように考えると、つけっぱなし
のテレビにさせないために、一つは面
白いテレビでなければいけない。だか
ら、その面白さが、見て受動的に楽し
む面白さではなくて、簡単に言うとテ
レビの中から何歩か出ていって、相手
を巻き込んでいく面白さと言うんです
かね、そういうものが必要なのかなと
思うんですね。
　ただ、そ
れでも大き
な教室で、
いきなり当
てて学生に
意見を求め
ると、それ
だけで迷惑
な顔をする
学生がいる
こともたし
かですよね。
最近気にな
るのは、学
生に当てると、私に対して答えるので
はなく、隣の学生に聞き返すというこ
とがよく見られます。

　それは、最近では、ごく一般的
なことではないでしょうか。

　やはり一般的でしょうか。
　「なになに、なになに」と、まず

始まるんですよね。ちょっとした照れ
隠しもあるかもしれない。

　私は、「理科の実験じゃありま
せんから相談しないでよ」と言うこと

にしています。
　そうですね。どうして私に質

問してくれないんだろう？隣の学生と
小さな声で話し合ってしまう。

　自信がないということもある
んじゃないでしょうかね。

　あと、本当に聞いていなくて、
とりあえず隣の人に確かめて聞くとい
うこともあるかと思います。

　でも、そういうのを打ち破り
たいですよね。

　私も谷野先生のご意見にまっ
たく同感です。いま沼澤先生とご一緒
に、全カリ総合教育科目の 2012 年度
に向けたカリキュラム改革案について
ディスカッションしているのですが、
そのなかで、講義と小さな演習をセッ
トにした授業を開講することができな
いかという意見も出ています。
　要するに、何かこれをしっかり受け
ていないと、あるいは受けたことを前
提として、さらに小さな少人数でやる
ような、たぶん全カリでは、いままで
はやっていない授業形態なので、「何か
ここをちゃんと聞いておかないとまず
いよね」というようなものを、全カリ
でもやってみたらよいのではないかと
いうような話も出ています。それは講
義を聞いたあとすぐ演習ではないんで
すけれども、やっぱり何らかの連続性
があるので、テレビの先に行こうとい
うか、テレビのほうと何らかの関係を
持とうというようになるんじゃないか
なと思うんですけどね。

　やはり、聞きっぱなしではなく
て、何でもそれを使って練習問題をす
る、それを使って何か話をする。そう
いったことがないと人間は聞きっぱな
しにしてしまうし、聞いていてもつま
らない。その結果、テスト 60 点取れれ
ばいいかな、友だちのノートを見れば
いいかな、といった流れになり、それ
は学生にとっては自然な発想なのかも
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しれません。
　いま総合教育科目の次期カリ

キュラム構想のなかで話題になってい
るのは、昔からの法学や文学、そうい
うベーシックな学問をちょっと面白く
なくてもやる必要があるということで
す。その一方で、「武蔵野の自然」のよ
うな、より具体的な科目も一般教養の
なかでは必要だろうということも出て
います。
　いま、新座キャンパスの学部は、観
光学部、コミュニティ福祉学部と現代
心理学部ですけど、新座の学部は応用
の学問というか、観光や福祉は、いろ
いろな分野の学問を総合して実践する
ような学部なので、ベーシックなとこ
ろも学んだほうが学生はいいんじゃな
いかなとは思います。ただし、つけっ
ぱなしのテレビにならないように、
ちょっとつまらなくても、我慢して聞
けるようなことにしなければならない
かなと思うんですけどね。

　テレビを面白くする、これが
教員の側がまずやらなくてはいけない
最初のことだということは、本当に同
感なんですけれども、でももう一方で、
「やっぱり授業はテレビじゃないんだ、
教室はパブリックな場所なんだ」とい
うことを、ここまでそれを覚えないで
来てしまった“今どき”の学生たちに、
どこかできちんと教えるということが
すごく必要だと思っています。
　個々の学生からリアクションをも
らったり話したりすると痛感するんで
すが、それぞれが本当にいい学生なん
ですよね。そこで、何か具体的に注意
をすると、「ああ、そうなんですか」と
いう反応がくることもあります。ルー
ルを知らないんですね。たとえば授業
を途中で退出するということが、しゃ
べっている教員だけではなくて、周囲
の学生にどういう影響を及ぼすかに気
づいていないことがある。だから、あ

なたが動くということは決してあなた
個人のことではなくて、それが社会に
影響を与えるんだよということを意識
させるような、何かそういうことを伝
える努力も、テレビを面白くする努力
のなかには入っているのかなと思いま
すね。

　そうですね。
　でも、大人数教室だとなかなか

難しい。
　たしかに難しいですね。自分

ができる場所で言えば、たとえば言語
の授業、つまりコミュニケーションを
教える授業が、そういう課題を引き受
けるべきかなと思います。40 人の授業
であっても、400 人の授業であっても、
同じパブリックな場所なんだというこ
と、そして、主体的に参加する場であ
るのだということを教える場として、
ですね。

　そうですね。いまお聞きして、
最近、多少そういうことをしているな
と思ったことがあります。従来、英語
科目の成績評価では出席点は 30 パーセ
ントで、極端に言うと、出席さえして
いれば点がもらえていました。つまり、
来て寝ている学生も30点、来てしゃべっ
ている学生も、とりあえず 30 点のよう
な感じだったのです。でも、これはや
はり問題がある、ということになり、「出
席と授業参加」とし、授業への姿勢・
態度まで含めて 30 点と改めました。だ
から、寝ていたり、しゃべっていたり、
漫画を読んでいたり、携帯ゲーム機を
やっていたりしたら、出席点から差し
引くよと、必ずすべての先生から学生
に対して言ってもらうようにしていま
す。そうすると、ちょっと効果があり
ます。
　複数クラスが合同で行うＲ＆Ｌ（PC）
のクラスでは、アシスタントしかいな
い教室があるので、話そうと思えばい
くらでも話せるんですね。
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　ちょっと前についおしゃべりをして
しまう学生がいたのですが、それはほ
かの学生にも迷惑だし、「出席と授業参
加」の点が減点されることを何回か伝
えました。そうすると一応、話すのだ
けは収まってくるんです。さすがにそ
れは自分にも不利だし、周りの人にも
迷惑だということが、わかってきたの
かな、と。
　そんなことは、とっくにわかってい
なければいけないことなんでしょうけ
ど、あらためて伝える必要がきっとあっ
たんだろうなと、思いました。

　何かそういう「公共性とは何
か」ということの教育は確かに、大学
に入ってくる前のところまでに身につ
いていないということは感じられます
ね。

　本当はこんなことはしたくない
けれども、学生に理解させるためにも、
きちんとしておくことが必要だと思い
ます。

Ⅴ　“今どき”の学生とその背景②

　これまでの議論では、授業で
目に見えるかたちで、学生にどういう
問題があるかということを中心に話し
てきましたが、一方で、教室に出てこ
られなかったり、あるいは気になるな
と思っていた学生が、ある日また、ふっ
といなくなって出てこなくなってし
まったり、そういった私たちの目の見
えないところにいる学生の姿もあるか
と思います。そこで、福原先生から、“今
どき”の学生の相談内容やタイプ、特
徴について教えていただけますか。

　先ほども「社会的内向、思考
的外向」ということを申し上げました
が、ここでは「学生の変化とその背景」
といったテーマでお話したいと思いま
す。
　まず、学生の変化のキーワードとし

ては、ゲーム世代だったり、携帯電話
でつながるという、要するにバーチャ
ルな世界でつながっているかと思いま
す。でも本当に、携帯電話や携帯ゲー
ム機でしたか、そういうもので授業中
までやってしまうということもありま
すけれども、バーチャルな関係を非常
に築いてきているわけです。“今どき”
の学生は、既に 10 年前には携帯電話が
ありました。小さいころから携帯電話
を持ち、ゲームをやってというような
状況なので、要するに現実の具体的な
人間関係ではないバーチャルな関係が、
非常に大きな位置を占めているという
状況が背景にあるのではないかなとい
うのをすごく感じています。
　それに反比例して、現実的に、実際
に面と向かって対する関係というのは
少なくなってきているという状況なの
です。たとえば電車のなかでお化粧を
する。私は、ああっと思ってその人の
顔を見たりしますけれど、全然私はい
ないかのごとく、透明人間かのごとく
平然としています。それも、電車のな
かもパブリックな場所ですよね。でも
全く個室と同様なところ、たとえばト
イレのなかと同じように振る舞ってし
まうという状況です。
　一方ではとても人の評価を気にする
ところもあります。でも、その人とい
うのはどういう人なのかというと、自
分の身近な人なのです。要するに同じ
学年の仲間や、そばの人の評価しか気
にならない。
　あとは、一般的な社会という、何か
よくわからない大きな社会というよう
なものがあり、そのなかの中間にある
目に見えるパブリックな世界に対して、
非常に何か見えなくなってきていると
いう状況があるのではないでしょうか。
ですから、自分がどんなことをしたら
相手がどのように思うか、どういうリ
アクションをしてくるのかの予想がつ
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かないというか、そのようなことがま
ず前提にあるのではないかなと思って
います。
　私は以前どこかのレストランで、あ
る何人かの家族、幼稚園生ぐらいの子
どもたちが一緒に、クリスマスも近かっ
たと思うんですけれども、食べている
様子をちょっと端から見ていたことが
あったんです。子どもたちが、みんな
携帯ゲーム機で遊んでいるのです。

　そうそう。私も同じような光景
を見たことがあります。

　お母さん方は、ゲームに夢中
になっている子どもたちを放っておい
て、話し込んでいる。この状況はいっ
たい何だろうと思ったのです。子ども
たちは、おそらく、自分のゲームのな
かだけに没頭しているのかもしれませ
ん。何かその人の表情は見ていないわ
けですよね、ゲームしか見ていないわ
けですから。だから、表情がよくわか
らなくなってしまう、自分が何かした
ことが、相手がいいのか悪いのか、ど
のように思っているのかというのを何
かちょっと、小さいころから養われて
いないのかなという感じがまずあるん
ですね。
　ですから、その点で、非常に情報は
入ってきます。それもインターネット
などから情報が入ってきているので、
ある意味で生の情報、生ではないとい
うか、何と言ったらいいんでしょうね、
誤ったあるいは偏った視点での情報も、
それがそうだと思い込んでしまうとい
うことがあって、思い込みが強いよう
な気がするんですね。
　それをたとえば誰かに話してみる、
いろいろな話し合いの場や、あるいは
いろいろ違う世代の人と話してみると
いう具体的な経験があれば、また違っ
てきて思い込みだと修正されるので
しょうけれども、あまりそういうのが
ないのかなと思っているんですね。

　それで例として考えてきたのは、「対
人コミュニケーション」の授業のなか
で、ある一つの作業があります。たと
えば６人グループごとに 10 グループぐ
らいできるとしましたら、そこにいく
つかの形のある紙片を封筒に入れたの
をそれぞれに配って、それを出して、
みんなそれぞれ同じ形をつくるという
ゲーム形式の作業があるんですけれど
も、そのときにいろいろな形があるん
ですね。それを、言葉を話してはいけ
ない。ジェスチャーもいけない。ただ
できることは、自分の紙片を相手にあ
げるということだけ。相手からもらっ
てはいけなくて、あげることはできる。
そういうワークなんですけれども、要
するにコミュニケーションツールのう
ち、言語的、非言語的コミュニケーショ
ンは一切禁じられて、唯一自分の紙を
誰かにあげる。それでやりとりをとお
して、何か一つある決まった形をつく
るんですね。でも、いろいろな形の紙
片があるので難しいのです。それが最
近すごくできなくなってきているとい
う印象がありますね。そしてそのワー
ク自体が学生たちにとっては、ものす
ごくストレスフルな状況のようです。
　そのあとのふり返りで学生各自が感
じたことを書かせると、途中で嫌になっ
たなどいろいろ書かれているのですけ
れども、何かコミュニケーションツー
ルが文字や言葉そのものに限定されて
しまう。たとえばバーチャルはそうで
すね。メールにしても言葉のやりとり
ですよね。だから、それしか頼るとこ
ろがないというか、そういうものに限
定されてしまっているので、何かたと
えばやりとりのなかで、「あ、そうか、
あのひとはこういうのをくれたから、
こういうのをつくってみようか」など
と考えることをあまりしないようで。
それぞれのやりとりのなかでの、お互
いの雰囲気を一緒にするというか、分
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かち合うというか、それがなかなかで
きにくくなっているというところから、
このワークが大変難しいものになって
いるらしいのです。
　私が昔、学生時代に同じワークをやっ
たときは、もうちょっとできたような
気がします。それはゲームのあり方と
いうのは、昔はたとえばトランプは、
何かやりとりで相手のちょっとした表
情やしぐさで、何となく声色などのい
ろいろなヒントがありました。

　そうですね、ババ抜きで、ど
うしてあれだけ盛り上がったんだろう
というくらい盛り上がれたのも、その
せいですね。

　お互いの顔を見るから面白いん
ですね。

　そうそう。そういうことが、
いまはテレビゲームなので、もう本当
にそういう相手とのやりとりは具体的
ではなくなってきているということが、
何かコミュニケーションとして違って
きているのかなというのがすごく感じ
られます。
　たとえば携帯電話の普及率は、ほぼ
100 パーセントです。私たちも便利に
使っていますけれども、そうすると、
携帯電話でつながっているということ
もできます。しかし、携帯電話でつな
がってはいますが、今度は、逆につな
がらなくなると、すごく不安になるん
ですよね。

　だから、授業中も携帯電話を
やっているんですね。

　ええ、レスをやっているんで
す。ですから「すぐに返事が来ない」
と言って、不安になってしまう。なか
には、携帯電話と一緒に寝ているよう
な学生もいたりするようです。

　携帯電話をお風呂にまで持っ
ていくということもあるようです。
　壊れてしまうじゃないですか。
　だから、防水の携帯電話が出

たんです。
　ええっ、知らなかった。防水の

携帯電話なんかつくらなければいいの
に。

　そうなんです。それは今度、
友だち同士だけではなくて、親子でも
そうですよね。たとえば地方から学生
が来たりすると、親子で電子メールで
やりとりをする。それもすごく便利で、
親子の会話が増えたということがある
かもしれないですけれど。
　でも、親に縛られそうですね。
　縛られそう、そうそう。昔は

もう地方から出てきたら。
　便りのないのがいい知らせで

しょう。
　いい知らせで、もう連絡のし

ようがないから、親もしようがないと
あきらめてしまうことがありましたが、
いまはあきらめられないということも
あるようです。よく学生部に親御さん
から「子どもが行方不明なんです。探
してください」といった連絡がありま
す。「行方不明って、えっ、何があった
んだろう」と思ってよく聞いてみると
単に携帯電話で連絡がとれない、つな
がらない、というようなこともありま
す。
　学生の変化の背景に、そういう状況
があるということと、やっぱりいまの
こういうご時世ですから、あまり希望
が持てない、社会に対する希望が持て
ないという不安。また、何かこのまま
で行くと、自分はホームレスになって
しまうのではないか、仕事にも就けな
いのではないか、そういう不安のよう
なものはありますので、社会と私たち
の生活は切り離しては考えられません
ので、私はキーワードとして、そうい
うことがちょっと浮かんだのです。

　なるほど。そのようなコミュ
ニケーションのあり方そのものが大き
く変わっていくなかで、おそらく本能
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的に他者とつながりたいという欲望も
当然あるわけですよね。

　あると思います。
　特に言語の小さなクラスだと、

言葉は悪いですけど、学生が妙に親し
げに寄ってきたり、またこちらが尋ね
てもいないのに自分の問題を相談して
きたりといったことが、どうやらいく
つか見られるようです。森先生はいか
がですか。クラスのなかで、そのよう
な学生に対して、どのような付き合い
方を考えていらっしゃいますか。

　いろいろなパターンがあると思
います。かつて、アメリカで日本語を
教えていたときに、授業中に課題とし
て出した作文に、個人的な相談事を書
いてきてしまった学生がいました。こ
ちらとしては、そんなことは聞いたつ
もりは全然ないのに書いてしまうので
す。そのときは若かったので、とても
驚いて、こんなことを書かれてもどう
したらいいのかと思いました。このと
きは、単に課題として出した作文とし
て採点して返しました。
　個人的に話しかけてきたり、ちょっ
といろいろな話をたくさんしてくれる
ような学生については、ただ、ただ聞く。
そんなに深い問題でなければ、ただ聞
いてあげればいいし、何かつなげる必
要があると思ったら、やはりそれは学
生相談所などに相談して、連携するよ
うにと考えています。

　いろいろな問題のある学生の
ことを最初に気づくのは、おそらくそ
ういう少人数のクラスですよね。もし、
気づいたときに、どうやって次の段階
につないでいくかということは、すご
く大事なことだと思います。そういう
学生を発見したときに教員が相談に行
く、あるいはその周りの友だちが相談
に行くという。それはケアのあり方と
してはどうなんでしょう。適切な対応
なのでしょうか。

　そうだと思います。本来なら
ば、本人が行ってくれれば一番いいん
でしょうけれども、なかなかそこまで
は行かないケースもあるかと思います。
その場合は、本人にかかわっているご
家族や、関係者がまずは相談すること
が適切な対応です。まずは、かかわっ
ている方が相談にみえるというのがい
いと思います。そうすると、その本人
とかかわっているわけですから、どの
ようにかかわったらいいかということ
がご相談できますよね。そこから、ま
ず入っていくということではないかと
思います。
　以前でしたら、たとえばカウンセリ
ングというのが、本人が、相談したい
人が自主的に、主体的に来るという場
だったんです。いまはもう、それだけ
ではなく、もちろんそれが基本なんで
しょうけれども、やはり周りの人たち、
あるいは家族の方、学部の先生方や、
あるいはいろいろな部署がありますよ
ね。保健室や国際センターやチャプレ
ン室、そういうところでかかわってい
る方たちと連携を取りながら、その人
たちと相談しながらどのように本人と、
直接かかわっている方たちがどのよう
にかかわるかということをご相談させ
ていただくことが必要になってきてい
るのではないかなと思います。

　最近、授業中のコミュニケー
ションがうまくいかない、たとえば、
授業中になにか気に入らないことがあ
ると大きな声で怒鳴ってしまったりと
いうような、問題行動を起こす学生も
見受けられるようです。このような場
合、本人にも自覚がなく、本人から相
談に行くというところにはなかなか至
らないような気もします。所属学部の
先生に特に対応していただいたり、い
ろいろなことが考えられますが、その
学生にどうやって対処すればいいのか
と思っている教員も多いのではないか
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と思います。そういう対応も含めて、
気がついた人がまず相談に行くという
ことが大事だということでしょうか。

　ええ、そうです。ただ、本当
でしたら、なぜそういう行動を起こし
てしまうのかという理由を、やはり本
人にちゃんと聞くことが必要です。当
の本人自身がわかっていない場合もあ
りますが、それなりの理由があるので
はないかと思われるのです。たとえば
その理由をどのように聞くのか。たと
えばちょっと下手なことを聞いてし
まって、逆上されたらという不安があ
りますよね。その学生とどのようにか
かわって対応したらいいかということ
も、カウンセラーが答えられるかどう
かは別として、何か一緒に考えていく
という場は必要なのかもしれないです
ね。そのためにも、気づいた人がまず
相談することが大切だと思います。

　そして、だんだん本人に気づか
せていく。

　ええ、そうですね。ただし、
自分の言動が相手にどのように受けと
められているかということを、想像し
たり理解したりしにくい人も、最近の
大学生の中には増えてきているようで
す。対人関係において発達的に未熟で
あるともいえますが、自分の行動のリ
アクションとして相手が反応している
ということがわからず、相手から一方
的にやられているという被害感から逆
上してしまうというケースもあるよう
です。そこのところを本人がなかなか
気づいてくれず、対応に苦慮する場合
もありますので、ひとりで抱え込まな
い方がよいと思われます。

Ⅵ　つなげあう授業

　たとえば、毎学期全カリの日
本語を除く言語 Bの必修科目では出席
不良者調査を行っていますが、その結
果や授業での様子に対して、より深く

対応をするのは、学生が所属する学部
の役割でもあると思います。学部での
具体的な対応はアカデミックアドバイ
ザーで行うことになるのでしょうか。
たとえば、法学部ではどのような対応
をとられていますか。

　実際に学生と面接をするケー
スもあります。ただ面接をする約束を
していても結果的に来ない学生もいる
のです。面接まで来られる学生は、来
られるだけで、もう回復傾向というか、
以前はいろいろな問題を抱えていても、
既に解決したり、あるいは心身の問題
を回復しつつある状況で、比較的背中
を押しやすいというか、押せるなと思っ
て、ある意味で和気あいあいとできる
ところがあります。
　アポイントメントを取ってもこない
というタイプの学生はやっぱり、ため
らっているというか、一歩出ようかな、
出るまいかな、というような学生は、
一定程度いるんだなということです。
だから、何らかのアクションを取ろう
としている学生に対しては、もう一歩
ちょっと前に出てもいいかなと。まっ
たく音沙汰無しの学生はいろいろな理
由でタッチしづらいところがあるので
すが、さしあたりまずは、ちょっとた
めらってアポを取ったんだけど断った
とか、何度もアポはとるんだけど、な
かなか直接来られないという学生は、
何とかもう一歩、こちらから出る必要
があるのかなと感じています。
　ですから、こちらからの求めに応じ
て、やってきた学生には、ゆっくりそっ
と背中を押してあげるというのと、た
めらっている学生には、ためらってい
るなりの少しの積極性があるので、そ
れを少し、チャンネルをつくってあげ
て、キャンパスに戻してあげるという
ことが必要なのかなという気がしまし
たね。
　しかしながら、一番問題なのは、何
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の音沙汰も無いケースです。「便りのな
いのはよい便り」なのかもしれません
し、バリバリ社会で活動しているとい
う可能性もまったくないわけではない。
けれども、そうではない可能性のほう
が高いとも思われる。

　そうですね。かつて私が相談
を受けていた低単位取得者の学生から、
「ある新聞で京都大学が家庭訪問をする
ようになった」というような話題が出
たことがあります。初め聞いたときに
「えっ」と思ったんですけれども、よく
聴いてみると、その学生は「自分も家
庭訪問のようなケアをしてほしかった」
というようなことを言っていました。
たとえば、大学から連絡が来たとして
も行けないわけです。何かちょっと距
離があって、教務課やそういうところ
には行けないから、家庭訪問はうらや
ましいとか言っていたのです。

　これまでのように大学に連絡
がなかったからほったらかしでかまわ
ないということを、どこまで大学側の
主張として言えるのかというと、だん
だん疑わしくなってきていることは間
違いないと思うのです。「案内を出しま
したよ。来られなかったでしょう、そ
れまでですよ」ということは、言えな
くなっているし、またそうすべきでな
いんじゃないかなと思うのです。

　そういうことでしょうね。そ
うすると、それこそもっと個別に見て

いかなければいけない。おしなべて、
ただ低単位取得者というような枠組み
だけではなくて、どうして低単位になっ
たのかというところを、きめ細かに分
けて対処していかなければいけない時
代が来たのかなと思いますね。

　以前ですと、そういう低単位
取得者というのは、簡単に言うと放っ
たらかしになって、自然にだんだん退
学したりというかたちで何となく消え
ていっていた。最近はむしろ、逆の立
場から大学が積極的に呼び出して退学
勧告をするなど、一方でそういう方法
があります。でも、仮に退学勧告を最
終的に選択せざるを得なかったとして
も、やっぱり何か大学として求められ
ているものがあるのではないかという
ことですね。

　そうです。たとえば教授会で
は退学や休学といった学籍事項につい
ては必ず報告がありますが、そのなか
では、しばしば使われる表現は「一身
上の都合」という理由なのです。しかし、
「一身上の都合」といってもそれぞれの
事情があるのだと思います。もちろん、
学費といった金銭的な問題もあるのか
もしれないけど、「一身上の都合」とい
うことで、大学から去っていくことも
あるわけです。私たちにはそれしか伝
えられないわけですが、本人にとって
みると、もっと深いいろいろな問題が
あって、場合によっては、救えたので
はないかと思うのです。では、どうし
たらよいのかということもいつも思い
ます。

　そうすると、家庭訪問をしてほ
しかったというようなタイプの学生の
例をみても、きっとその「一身上の都合」
のなかには様々な事情があるのでしょ
うね。そのような学生たちは、本当は
来たかった、でも、何かの事情で来ら
れなかったということでしょうか。そ
うすると、どうしたらよいのでしょう
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か。
　私の場合、立教大学出身では

ないのですが、自分の出た大学と比べ
て立教大学の場合は、すごく面倒見が
良いように思います。

　他大学と比べると良すぎるく
らいです。

　私も最初立教へ着任したとき
は、学生へ手をさし伸べるという姿勢
に、驚きました。それは、キリスト教
精神、つまり、建学の精神なのかもし
れないですけど、いろいろなかたちで
伝統的にそういう何か手をさし伸べる
ところがあるのではないかなと思いま
す。そこで、そのような試みをもう少
し有機的に連携しながら伸ばしていく
とよいのではないかと思います。

　ある種おせっかいのようなも
のですね。口を出して、介入して、そ
れに学生が反発してくれれば、それは
それでＯＫ。むしろ、そういうことに
よって学生がほっとする、ようやく来
てくれたかと思えるようなことが仮に
あれば、それはおせっかいでも、ある
意味、有用なおせっかいかなと思いま
す。しかし、いまの大学の授業のシス
テムのなかで、そういうことを教員が
やるというのは難しいですね。

　おそらく、少人数の授業を受
け持たれる先生方、特に言語の先生方
がその最前線に立っていらっしゃる。
今日の座談会で、改めて痛感しました。

　言語科目は全学生が必修として
履修しますから、どうしても通ります。
しかも、１年生という一番不安定な時
期にです。

　そういう意味では、私は基本
的にはたぶんおせっかいのほうの人間
で、たとえば、個人的な話をしに甘え
てくる学生がいた場合には、とりあえ
ずは小言をはさまず、聞くようにして
います。でも、その自分の態度にジレ
ンマを感じることがあります。こちら

がいい相談相手の顔をして話を聞くこ
とで、逆に、このまま甘えていていい
よというメッセージを学生に対して発
してしまっているのではないか、本来
ポテンシャルを持っているはずの学生
たちが、いまのままでいいんだと思っ
てしまう空気をつくってしまっている
のではないかということです。本当は、
もう少し大人扱いして、ここまで君た
ちは来られるはずだから背伸びをしな
さい、という接し方を、私も心がけな
ければいけないのかなと思うことがあ
ります。
　自分の学生時代は大人だったとも、
いまふり返れば全く思わないのですが、
少なくとも大人になろうとしていたと
思うんですね。
　そうそう。本当にそうですね。
　私は、今に比べてとてもお気

楽な時代に大学生だったということも
あって、学生時代、いかに自由を謳歌
するかということに一所懸命頭を使っ
ていたような気がします。そういうきっ
かけを初めて掴むのが大学であって、
それは昔も今もそうですよね。高校ま
ではかごの中、あるいは檻の中にいる
けれど、大学へ入学することによって、
初めてそこを出ることができる。私の
場合は、出るのがうれしくてしようが
なかったけれど、今は、かごを出るこ
との楽しさが、学生たちに見えていな
いという感じがしています。ですから、
私たちは、一方ではおせっかいにケア
をしながら、でも一方では「大人にな
るって楽しいんだからね」ということ
を、学生たちにもうちょっと見せるこ
とができないか、そのために、「ここま
でおいで」と要求する、そんなことが
できないかなというのを課題として感
じています。

　それはとても大事なことだと
思いますね。モデルというか、こうい
うことを期待するという、このように
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なってほしいとか、あるいは、こうい
うことをやってみたらどうということ
を、どんどん教員の方から言うことが
必要だと思います。
　何かやっぱり、ちょっと背伸びして
自分が自由になる、いろいろなことを
考える、あるいはいろいろ反発する、
規制のいろいろな考え方や価値観だっ
たり疑問を感じる、何かそういったこ
とにチャレンジするような、何かそう
いったものを投げかけるということは、
とても必要なことではないかなと思い
ます。
　もちろん、おせっかいも必要悪じゃ
ないですけれども、それはせざるを得
ない。しかし一方ではやっぱり学生た
ちを鍛えていくというか、育つのをこ
ちらから声をかけていくということも
必要だと思います。

　そうですね、幸い大学はいろ
いろなタイプの先生がいらっしゃるの
で、厳しい先生がいたり、優しく話を
聞いてくれる先生がいたり。いわば学
生から見るとロールモデルと言うんで
すか、自分が生き方の手本にするよう
な、いろいろな意味のタイプのロール
モデルはあるはずですよね、でも、そ
れらが機能していない、お互いにつな
がりあっていなくなってきている、と
いうのが問題なのかもしれません。

Ⅶ　心と身体のバランス

　健康教育に携わっている立場
から言えば、その学生を鍛えなければ
いけないとか、大人に対する気づきも
非常に重要だと思うのですが、その土
台になる身体や健康のことを考えてほ
しいのです。先ほどのゲーム世代のと
ころでも出てきたんですけども、イマ
ジネーションやそういったところに
偏っていて、自分の身体を使って何か
するということは、なかなか少なくなっ
てしまっています。
　勉強したり、仕事をしたりする基盤
となる身体を動かしていかないと、心
とのバランスがついていかなくなるよ
うな気がしています。最近、学生相談
所へ相談に行く学生が増えたり、身体
の調子が悪いと保健室へ行く学生が増
えたりしているというのは、本当に身
体を動かす時間が少なくなっていると
いうところの反動かなと思ったりして
います。
　逆の例をあげると、幼稚園の園児で
さえも、やっぱり学級崩壊のようなも
のが起こっているようで、その幼稚園
児に、朝来たら園庭で 30 分間、とにか
く身体を動かす。そうすると、朝ちょっ
と熱があったり、逆に熱が 35 度ぐら
いしかなかったりする子どもが平常に
なっていって、先生の話もしっかり聞
けるようになるということがあります。
身体と心は本当につながっていて、身
体を動かして、それでいろいろな刺激
を脳に与えてやることによって、学習
意欲も高まるということがあると思い
ます。
　そういう意味では、もう少しスポー
ツ実習を履修してもらいたいんですけ
ど、残念ながら施設の制約もあって、
なかなか多くの科目を開講することが
できなくなっています。
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　大人数授業の前に５分間体操
をしたらどうでしょう。

　そうですね、ちょっと身体を
ほぐして、そうすると集中力も出ると
いうことがあるかもしれないですね。

　ベースになる身体のことを、
もっと学生にもわかってほしいなと思
います。

　確かに大学は、頭と心に向け
られているというか、身体に向けられ
ていないんですよね。本当に。

　そういえば、異文化コミュニ
ケーション学部のなかで「基礎演習」
という科目があります。この科目で
は、普段はディスカッションとプレゼ
ンテーションを繰り返していきます。
それには手順があります。毎回そのた
びごとに４、５人のグループをつくる
んですが、お互いよく知っているどう
しでも必ず儀式として自己紹介をする。
まず自分の名前を言い、いま自分がし
たいこと、興味のあることを言う。次
の人は、前の人が言ったことを繰り返
して、みんなに紹介してから、自分の
自己紹介をする。そうやって、自己紹
介を繰り返し行い、お互い全員を熟知
する。
　そして、それが終わって「じゃあ、
始めましょう」というときに、一度全
員が立ち上がってその場で 10 回ジャ
ンプする。１、２、３、４と数えなが
ら 10 回ジャンプし、終えると、「はい、
それじゃあ、みんな握手」と言って、
お互い全員と握手する。そして「よろ
しくお願いします」とみんなで言う。
ここまで終えると着席してディスカッ
ションを始める。というような手順で、
少人数のゼミをやっているのです。

　そうすると、絶対集中するん
ですよね。

　そう、集中するんですよ。

　面白いですよね。学生は嫌がる
かと思ったら、そうでもない。「先生、
今日もジャンプするんですか」と学生
のほうから積極的に聞いてくる。

　そういった試みが行われてい
るなんて初耳です。私が不勉強なのか
もしれませんけど、それはぜひ全学に
知らせたほうがいい。脳と身体をつな
げる準備体操のようなところなんです
よね。

　たぶん、そうだと思いますね。
リラックスもできますし、やっぱり握
手というので触れ合いますから。そう
いうところも、話しやすくなるという
のはあると思います。

　実際やってみると、身体全体
に血が廻る感じがして、身体がほぐれ
ます。
　頭もね。
　授業が始まる前の学生をみる

と、それぞれが閉じていて、身体も脳
も目覚めていない感じを受けるのです
が、「始めの儀式」をしたあとは、背中
もしゃんと伸びて、顔色も違います。

　法学部だったら、みんなで『六
法』を持ってジャンプする、というこ
とになるかもしれませんね。

　「はい、ここでジャンプ、はい、
両手に『六法』を持って」とか言って（一
同大笑）。

　ありがとうございました。何
となく『六法』のところで座談会の落
ちがついたようなかたちになりました。
本日は、「“今どき”の授業を考える」
ということで、長時間お話いただきど
うもありがとうございました。

　ありがとうございました。

（了）




